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私たちのビジネスは、持続可能な成長を常に考え、長期的な視点を特徴とし
ています。100%社員持株制度採用企業として、グリップルは常に社員とコミ
ュニティの掌中にあり続けます。ビジョンの根底である、環境への負担を低減
し、ビジネスを長期的に確立させる責任が私たちにはあるのです。
 
弊社製品は、世界中の建設環境においてエンボディド・カーボンを大幅に削
減します。垂直統合型サプライチェーンによって原材料の調達から生産まで
を国内で実現しており、シェフィールドにある最新の製造所は、ネットゼロ建
築物の認定を取得しています。私たちには、ビジネスのあらゆる分野で継続
的に改善を維持する義務があります。
 
2022年には、現在最大規模の製造拠点である英国での事業全体において、
カーボンニュートラルの達成を目標としています。
 
2023年には、グローバル事業全体でのカーボンニュートラルの達成を目指
しています。そして2030年までにネットゼロを達成することを、最終目標とし
て掲げています。

ネットゼロは必要な目標であり重要な責任でもありますが、私たちの取り組み 
はそれだけにとどまりません。グリップルは、クライメートポジティブ企業であり
たいと考えています。それは単に二酸化炭素排出量の削減に注目するだけ
でなく、コミュニティに対して社会的・環境的にポジティブな影響を与えるこ
とを意味します。
 
以下の文書では、ネットゼロに向けた弊社の計画について詳しく説明しま
す。グリップルスピリットにもあるように、理想の未来に向けて全力で取り組
む社員全員の努力が、掲げた目標を現実のものとするのです。

はじめに

100%社員持株制度採用企業であ
り、売却されることはありません。
 
次世代の社員オーナーへと引き継いで
いくために、ビジネスを築いています。
 
クライメートポジティブへの取り組み
は私たちに必要なことであり、社員全
員で挑戦すべき課題です。

エド・スタブズ（最高経営責任者）
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私たちの約束
カーボンニュートラルとは

「二酸化炭素などの温室効果ガスの総

排出量を、他の取り組みでの総吸収量   

(排出量削減)*でオフセットすること。」

ネットゼロ

温室効果ガスの排出をあらゆる角度か
ら抑え、オンサイト発電を最大限に利用
し、温暖化を1.5℃以内に抑える取り組
みをすること。

グローバル事業のカーボンニュートラル化

英国事業のカーボンニュートラル化

ネットゼロ

*排出量削減 ＝ スコープ1および2。
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グリップルの現況
2021年にはネットゼロのロードマップを作成し、年内に主要なステークホルダー
に発表するという社内計画を立てました。

この目標を達成するために、直面する課題について時間をかけて学び、把握して
きました。現在では、サステナビリティのあらゆる側面に特化した専任要員を配
置し、事業内の全部門のメンバーで構成されるネットゼロ・ワーキンググループ
を設置しています。さらに専門性を高めるため、第三者の協力を得て、ネットゼロ
達成計画の基礎となるデータと計算方法を検証しました。 

ロードマップは、気候変動対策に継続的に取り組むための重要な指標となりま
す。収集したデータを検証することで、目標達成の為に改善すべき点が明らかに
なりました。

2020年のベースラインは、GHG報告書の作成規則に準拠し決定しました。今後、
社内外に発信する情報は常に適切かつ完全で、一貫性や透明性があり、正確な
データに基づいて作成する様、改善すべき点を明確にしました。

スコープ2 スコープ2 
  

他社からの購入エ他社からの購入エ
ネルギー使用に伴ネルギー使用に伴

う間接排出量う間接排出量

スコープ1スコープ1
会社が所有・管理する資会社が所有・管理する資
源からの温室効果ガスの源からの温室効果ガスの

直接排出量直接排出量

スコープ3スコープ3
弊社事業に関連するスコ弊社事業に関連するスコ
ープ1、スコープ2以外のープ1、スコープ2以外の

間接排出量間接排出量

本データは、シェフィー本データは、シェフィー
ルドの弊社製造施設にルドの弊社製造施設に
おける英国事業に関すおける英国事業に関す

るものです。るものです。

29,706tco2e

スコープ1、2、3の排出量 (100%)スコープ1、2、3の排出量 (100%)

2661 tco2e

スコープ1、2 (9%)*スコープ1、2 (9%)*

27,045 tco2e

スコープ3 (91%)

*英国のみ
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約束をどのように実現するのか？

削減削減 オフセットオフセット 貢献貢献

私たちが最初に目指す目標は、二酸化炭素排出量削減に向けて必要とされる75%
を達成することです。私たちは、地球環境を守る活動に積極的に取り組みたいと考
えています。私たちの行動や継続的な改善、グローバルな削減プロジェクトへの取
り組みは、これを確実に実行するものです。 

垂直統合型サプライチェーンは、ネットゼロへのロードマップの基本となる部分で
す。金型の作成、ダイカスト、製造、機械組み立ての自動化および梱包はすべて英国
のGLIDEグループ内でまかなっています。これにより、品質、サステナビリティ、トレー
サビリティ、納期の厳守において、競合他社が追随できないレベルを実現していま
す。そしてそれは、海外からの材料やコンポーネントの航空および海上輸送への依

存度の大幅な低減につながっています。私たちは、さらなる国内供給化と、主要コン
ポーネント製造の持続的な統合との組み合わせによる垂直統合化を推進していき
ます。

また、二酸化炭素排出量削減活動のもう一つの重要な要素として、2022年に4,500
枚のソーラーパネルに150万ポンドを投資し、世界中の製造拠点にエネルギーを
供給する予定です。現在、リバーサイドおよびノーフォーク・ブリッジ・ワークスで太
陽光発電を実施していますが、今後はサウスヨークシャーにある7つの拠点すべて
でオンサイト発電を実現できるよう、その取り組みを拡大していきます。

削
減

削
減
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ベストプラクティス

■  専任の継続的改善チームと社員オーナーによる事業
の効率化

■ 製品の改良と取扱製品の合理化
■  製品の影響についてお客様に知っていただくための

環境製品宣言の導入

省エネ

■ 保有車両と輸送車両の脱炭素化
■ LED照明の使用
■ 太陽光によるオンサイト発電の増強
■ すべての購入エネルギーを再生可能エネルギーに
■ 機械のエネルギーと熱の利用

廃棄物削減

■ 100%再生プラスチックの製品への使用
■ 使い捨て包装の排除
■ 現行包装の再生材比率の向上
■ 製品説明書の印刷廃止、販促資料の印刷量削減 

オ
フ

セ
ッ

ト
オ

フ
セ

ッ
ト

グリップルの二酸化炭素排出量削減プロジェクトでは、ス
コープ1および2の排出量に対しどうしても削減できない
排出分について、必要削減量の最大25%までを認証され
たオフセットへの投資で補います。

削減プロジェクトの成果が出るにつれ、投資するオフセ
ットの数は年々減少していくはずです。オフセットは私た
ちの戦略の中で重要な位置を占めていますが、最終的に
は投資によるオフセットだけに依存したくはありませ
ん。

気候変動対策へのさらなる貢献のために、私たちは社会
と環境に広く影響を与えるプロジェクトを支援し、オフセ
ットへの投資額と同額を出資することにしています。

「カイゼンは、グリップルの企業文化の主要概念です。
私たちはカイゼンの手法を用いて、効率改善を持続させ、着実に実施しています。また、カ
イゼンにより社員が自分の仕事に対してそれぞれ責任を持つことで、間接的に部門横断
的な協業とモラルを向上させるのです」

トム・クレイトン、CIチームリーダー
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私たちは事業のあらゆる分野でサステナビリティを維持し、活動を推進する責任を認識していますが、その取り組みはグリップルの事業だけにとどまりません。

すでにさまざまな素晴らしいパートナーと協力し、世界中の重要な社会的・環境的活動に積極的に取り組んでいます。
このような取り組みを増やすと同時に、社員にも同じように働きかけていきます。

緑化保全

River Stewardship Company（RSC）は私たちと同じシェ
フィールドに拠点を置く社会事業企業で、「リバールーショ
ン」を通じて地元のコミュニティと地元の水路との距離を縮
めることで社会貢献しています。ドン河は、グリップルの生
産拠点周辺の景観の中心的な存在であり、その河畔に隣
接して2工場が立地しています。RSCと協力し、社員がボラン
ティアとして河の清掃や整備、開発に積極的に取り組んで
います。

世界の貧困地域にエネルギー資源を届ける

Vero Power社の仲間とともに、グリップルは世界各地のエ
ネルギーが不足している地域に、再生可能エネルギーシス
テムを支援提供しています。14億人以上の人々が、環境の
サステナビリティ、人材育成、経済成長に必要な電力が使
えずに暮らしています。グリップルはVero社とともに、ソー
ラーパネルソリューションの設置、設計段階および設置時
における技術的なサポート、ソーラー設備の転倒防止/補
強ワイヤ工法を提供しています。
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2018年以降、グリップルは世界的なユースアクション団体
であるRaleigh Internationalと提携しています。遠く離れ
た地域で活動するRaleighの使命は、世界の緊急課題に
対する解決策を生み出す若者主導の行動を喚起すること
にあります。Raleighは、若者の意思決定や市民社会にお
ける役割を促進し、脆弱な環境の保護と気候変動との戦
い、有意義な若者の雇用と事業の創出、安全な水と公衆
衛生を得る権利の確保を目指し、グローバルに活動してい
ます。Raleigh遠征プログラムは、新卒者、実習生、未来の
リーダーを対象とした毎年恒例プログラムの一環として実
施されており、これまでに25人のグリップル社員がコスタリ
カ、ニカラグア、ボルネオ、ネパール、タンザニアのプロジェ
クトに貢献しました。

「WASH」プロジェクトは、国連の持続可能な開発目標である「4: 
質の高い教育をみんなに」、「5: ジェンダー平等を実現しよう」「6: 
安全な水とトイレを世界中に」に協調する「学校における水と衛
生（Water, Sanitation and Hygiene in Schools）」を実行するも
のであり、遠征中のボランティアの活動の中心となっています。

グリップル財団

寄付およびボランティアプロジェクトを通じたチャリティ団体の支援
は、1989年の設立以降、グリップルの中核的な目的となっています。私たちは、社員のチャリティ活動に対する意欲をかきたてるため、過去10年間にわたる100万ポンドを超える寄付とともに、さまざまな「ピープルパワー」プロジェクトを実施して、世界中のチームの身近にある大切なコミュニティ空間を革新してきました。   

そして2021年にグリップル財団を設立し、チャリティ支援のアプローチを強
化しました。今後は、会長と副会長が寄付した20万株から得られる配当益
とともに、グリップルの予算利益の1%が毎年財団に支払われることになり
ます。その目的は、慈善寄付を促進し、社員のボランティア活動の機会を増
やし、コミュニティへの貢献を拡大することにあります。

2022年の新しい試みとし
て、グリップルがRaleigh
の新しい英国プログラム

「Re:Green」に社員を派
遣し、スコットランドでの
ボランティア活動を支援
する計画もあります。ボラ
ンティアは、スコットラン
ドの熱帯雨林を保護する
ことを目的とした保全プ
ロジェクトに取り組み、環
境キャンペーンとサステ
ナビリティについて学び、
リーダーとしての資質を
育てていきます。

質の高い教育を

みんなに

ジェンダー平等を

実現しよう
安全な水とトイレ 

を世界中に
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グリップルの留め付け金具 − 建設環境におけるCO2を削減
全ねじの代わりにグリップルの留め付け金具とワイヤのセットを使用した場合、1メートルあたり1.2kgのCO2排出
量を削減できると試算されます。全ねじからグリップルの留め付け金具に切り替えた場合、最大で95%のCO2排出
量削減に匹敵することになります。

グリップルは、製品の設計プロセスにサステナビリティを取り入れる努力を続けています。現在のグリップルハンガ
ーは、強度や機能性を損なうことなく、亜鉛含有量がオリジナルデザインよりも30%削減されています。
  
私たちのアプローチは、市場の代替品よりも資源消費が少ないソリューションを製造・供給することです。  

つまり、グリップルがお客様の問題を解決することが、長期的かつ持続可能な環境保全に大きな利益をもたらすこ
とになるのです。Leadenhallのケーススタディをご覧ください。

2020年に削減されるエン
ボディド・カーボン（トン）の

推定値

25,000
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ケーススタディケーススタディ
■     グリップルの留め付け金具が約25%のM&Eサービスに

使用されました。
■  CO2削減量 – 150トン

プロジェクト: Leadenhall Building、ロンドン

                   大幅な材料
の節約と国内サプライチェーンにより、
輸送時の効率も大幅に向上していま
す。同等量の全ねじの要件と比較する
と、1回の積み荷で35倍以上のグリップ
ル製品を輸送することが可能です。
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詳細情報をご希望の方は、弊社サステナビリティ・マネージャーのTasha Lyth 
(t.lyth@gripple.com)までお問い合わせください。 英国事業のカーボンニュートラル化

グローバル事業のカーボンニュートラル化

ネットゼロ

Norfolk Bridge Works、シェフィールド (英国)
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